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１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

 世界へのプレゼントになろう 

     
奉仕の理想車を走らせよう!! 
   Let’s drive your ideal car of the service!! 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

＜新会員歓迎の言葉＞（中元会長） 

 江川正文君、ご入会、誠におめでとうございます。有田

ロータリークラブは、創立57年目を迎え、日本でも有数の

伝統と歴史のあるクラブです。今年度は既に、嬉しいこと

に3名の方にご入会して頂きました。他の3名の方同様、江

川君も、人格的にも職業人的にも素晴らしいお方であると

お聞きしています。 

 ロータリーでは異業種の方々と接する機会が多く、より交

流関係が広くなったり、職業上でも、新しいアイデアが生ま

れたりする可能性が高まります。それ以外にも、ロータリー

にはいろんな魅力が数多くあります。このことは、ロータ

リーを実際に体験して頂くことで、少しずつご理解して頂

けるものと考えています。 

 有田ロータリークラブの会員一同は、江川君の入会を熱

烈大歓迎しています。ど

うかロータリーライフを存

分に楽しんで頂き、素

晴らしい活動をなさって

くれるものと期待してお

ります。甚だ簡単ではご

ざいますが、新入会員

の歓迎の挨拶に代えさ

せて頂きます。 

開 催 日 

ク
ラ
ブ 

 

 

テ
ー
マ 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

担当；松村Ｒ広報委員 

前回の報告（第２７５８例会） 

  平成２７年１１月５日(木）  

（中元会長） 

  

 

＜江川正文君の紹介＞(上野山(栄)君） 

 新しく入会されました江川正文さんをご紹介いたしま

す。 

 千田に大きな倉庫と事務所を構える株式会社ユニワー

ルドの代表取締役です。東京経済大学をご卒業されてい

ます。その後、地元の信用金庫にお勤めの後、奥様のご

実家の富士手袋に入られましたが、独立をされ一代で現

在の規模になさっています。現在は作業用品の総合商社

として作業手袋は数十種類にのぼり、特にドイツのスニー

カーメーカーのプーマ社の安全靴関連は日本の卸元と

なっています。出張で世界を飛び回っている彼が有田

ロータリーに興味を持ってくれた一番の理由は地域の方

との絆作りだと伺っています。今まで必死に商売をしてき

て、気がつけば地元に知り合いが少なかった。これからは

多くの地元の方と地域貢献にも力を入れていきたいと考

えています。彼の国際感覚は、私たちの奉仕を進める上

で、きっと私たち自身にも勉強になると思います。 

 私との出会いは、私の商売の保田会館を江川さんの会

社の隣に建築させていただくにあたり、快くご協力を頂い

たのがきっかけでお知り合いにならせていただきました。 

 また、お子様方も長女様は英会話の先生、長男様は現

在修行中で、数年で会社に入られる予定ですので事業

継承も万全です。  

 とてもお忙しい方ですが、できるだけ例会に出席して、

まずは会員皆さんと親睦を図り、ロータリー理念を学んで

欲しいと思います。ゆっくりと一緒にロータリーを楽しんで

いきましょう。本日のご入会、おめでとうございます。 

点  鐘 

平成２７年１１月１２日 第２７５９回 

・会員卓話：児島 良宗 君 

  「おもてなしの心」 

・ソング：「我らの生業」 

平成２７年１１月１９日 第２７６０回 

・３クラブ合同ガバナー公式訪問 合同例会 

  ガバナーアドレス：辻秀和ガバナー 

・ソング：「君が代」「奉仕の理想」 
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開催日 

２７５８ Nｏ． 

Be a gift to the world 

新会員入会式 
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新会員 

   江川 正文 君 

 

 1961年10月15日 生まれ 

 職業分類:手袋製造業 



２ 

ロータリー財団月間 

 

（中元会長） 

 ロータリーにおいて、「歌を歌うということ」を始めた人は、

1905年にロータリーが創立して、5番目に入会した、ハ

リ－・ラグルス（Harry Raggles）という人物です。シカゴRC

の会員となった、職業分類が印刷業のハリーは、ポール・

ハリスによると、一見無愛想で、クラブ入会の紹介時には

「果たしてクラブに入って、ロータリーの友好を実現できる

だろうか」と内心危ぶまれたほどの人だったようです。 

 1905年のロータリークラブの、ある秋の日の夜の例会

で、ハリー・ラグルスが何の前触れもなく、突然立ち上が

り、「おい、みんな、歌おう！」と当時流行っていた歌を何

曲か音頭をとって歌いました。これが、ロータリーの例会で

歌を歌った最初の出来事でした。また、ロータリー誕生後2

年目には、ささいな意見の違いがだんだん大きくなり、シ

カゴクラブ内が割れ、解散の危機に陥りました。そんな

時、幹事のウィル R. ネッフ医師とハリー・ラグルスが相談

し、毎回クラブの例会で歌を歌うこととなりました。その結

果、いつのまにかクラブの雰囲気が良くなり、シカゴRCは

解散の危機を脱したそうです。歌が会員の心を結び、親

睦を育んだのでした。 

 一方、日本でも日本語によるロータリー・ソングを求める

声が高まり、「奉仕の理想」や「我らの生業」が1935年（昭

和10年）、京都における地区大会で、日本語ロータリー・ソ

ング入選作として発表されました。「奉仕の理想」の歌詞を

読みますと、 

奉仕の理想に  集いし友よ 

御国に捧げん  我らの生業 

望むは世界の  久遠の平和 

永久に栄えよ  我らのロータリー  ロータリー 

でありますが、２行目の「御国に捧げん」の「御国」が国粋

主義的との批判的な意見もあります。「御国に捧げん」とい

う言葉になったのは、英語が敵国語とされ、アメリカ由来の

ロータリーに世間の冷たい目が向けられていた時代に、

ロータリーの組織を守ろうとする苦肉の策でした。 

 この「奉仕の理想」が発表された昭和10年の5年後には

日本のロータリークラブは国際ロータリーを脱退し、解散を

余儀なくされました。そうした、ロータリーの苦難の時代を

耐え抜いたこの歌の歴史を尊重しなければなりません。 

 また一方で、「御国に捧げん」という歌詞が、「世界に捧

げん」とか「地域に捧げん」、あるいは「社会に捧げん」の

ほうが良いとの意見もあります。２行目の「御国」を「世界」

に変えると、３行目の「世界」と重なりますし、「地域」にす

れば限定される気もします。もし、「社会に捧げん」とすれ

ば、対象が拡がりすぎ、輪郭が曖昧になるように思われま

す。私は、このことについては、それほど大切ではなく、地

域でも社会でも、世界でも、あるいは、現状のままでも良

いと考えます。何故なら、基本となるのは「Service  above  

self」、「超我の奉仕」の考え方であって、自分よりも、まず

地域や、社会、国、世界への貢献を優先することが重要

だからです。みなさんも、「奉仕の理想」を歌う時に、もし心

の中で置き換えるとするならば、「何に捧げん」が良いのか

一度考えてみてはいかがでしょうか。時には、自分が理想

とする奉仕とか世界平和を心に描きながら、ロータリー・ソ

ングをともに歌っていきたいものです。 

 

 

（上野山(栄)幹事） 

〇地区より 

 2015-2016年度国際ロータリー第2640地区ガバナーエ

レクト事務所開所のお知らせが届く 

〇他クラブ週報 田辺RC 後方掲示 

〇11月19日の３クラブ合同公式訪問と合同例会、懇親会

の出欠を早めにお願いします。 

 

 

（脇村例会運営委員） 

本日の会員数２８名 

 （出席規定免除会員９名） 

出席会員数２１名 

 （出席規定免除会員６名） 

       ８７．５０％ 

10/22   ８３．３３％ 

MU：上野山(栄)君、脇村君 

 

 

 

（中村ＳＡＡ） 

中元君：江川正文さん、御入会おめでとうございます。嶋

田先生、本日の卓話よろしくお願いいたします。 

上野山(栄)君：江川さん、本日入会おめでとうございま

す。一昨日、結婚20周年を迎える事ができました。妻

に感謝です。嶋田先生、卓話で勉強させて頂きます。 

児島君：嶋田さん、卓話楽しみです。 

岩橋君：嶋田さん、卓話楽しみにしています。 

嶋田(崇)君：つたない卓話ですが、宜しくお願いします。 

上野山(捷)君：嶋田崇さま、本日の卓話ご苦労様です。 

脇村君：嶋田さん、本日の卓話よろしくお願いします。 

松村君：江川正文様 入会おめでとうございます。嶋田

崇様 卓話楽しみにしています。 

應地君：嶋田先生、卓話を楽しみにしています。江川さ

ん、入会おめでとうございます。 

橋爪(誠）君：嶋田崇様 本日の卓話よろしくお願い致し

ます。勉強させて頂きます。江川正文様 はじめまし

て。よろしくお願い致します。 

橋本君：嶋田さん、卓話よろしくお願いします。江川さ

ん、ようこそ有田ＲＣへ。今後とも宜しくお願いします。 

嶋田(ひ）君：先日、嬉しい事がありました。 

成川(守)君：嶋田君、卓話楽しみです。 

岩本君：仕事が入りまして中座させて頂きます。 

酒井君：嶋田さん、本日の卓話よろしくお願いいたしま

す。 

橋爪(正)君：嶋田崇さん、IDMの発表に続いて卓話御苦

労さまです。楽しみにしています。 

宮井君：江川さん、御入会おめでとうございます。嶋田崇

君、本日の卓話楽しみにしています。 

中村君：嶋田先生、本日の卓話楽しみです。江川正文さ

ん、ようこそ有田RCへ。ロータリーライフを満喫してくだ

さい。 

 

 幹事報告  

出 席 報 告              

ニコニコ箱の報告 

会長の時間  



 

「私の国際奉仕」 

会員 嶋田 崇 君 
 

 皆様こんにちは！今日は「私の

国際奉仕」というテーマでお話す

るのですが､本題に入る前に落語

でいう“まくら”を先にやってみた

いと思います｡落語の“まくら”とは

落語家が本題に入る前に話す世

間話とか小噺などのことを総称し

て“まくら”と言います｡私はＪＣす

なわち青年会議所の出身なので

すが､今日は私という人間を知って頂くためにも､私のＪＣ

時代のお話を少し致します｡その当時有田ＪＣの組織は､

大きく分ければ会員開発室と社会開発室という２つのグ

ループに分かれていました｡会員開発室というのは､ロータ

リーで言えばクラブ奉仕委員会と言っても良いかと思いま

す｡例会をスムーズに開くためのグループで自己開発､自

己修練などもこのグループの中で行われます｡社会開発

室というのは､ロータリーで言えば社会奉仕委員会､国際

奉仕委員会､青少年奉仕委員会等がこれに相当するので

はと思います｡つまり地域活性化のために対外的に事業を

打って出るグループです｡実際活動してみますと､会員開

発室より肉体的に動き回る社会開発室の方が事業をやっ

ているという実感がありますし､楽しかったですね｡ただ､事

業を行う時には､なぜそれをするのかとか､何のためにする

のかとかいろんな理由が必要で､そういうところはＪＣ時代

にだいぶ鍛えられたつもりですが､未だに私の苦手として

いる部分です｡すなわち私はあまり物事を深く考えずに実

践行動に突っ走ってしまうタイプなのです｡ですから､いろ

んな理由理屈は後からこじ付けのように作ってしまいます｡

まあそれも一つのやり方かも知れませんが､危なっかしい

ですよね｡先に理論があって後から実践がついてくれば安

全なのですが｡私はそういう人間ですから､ロータリーの中

でも理論武装は不得意で､そういうところが多分に出てい

ると思います｡その辺をご理解頂き､これを“まくら”としてい

よいよ本日の本題に入って行きます｡まずロータリーの国

際奉仕の正しい意義についての説明をしたいのですが､

何しろ理論武装は苦手ですから､皆様方に間違った事を

伝えてはいけないと思い､本日はカンニングペーパーを

作ってきました｡それを本日のレジュメとしてお配りしていま

す｡これをゆっくり読みますのでどうか皆様方も目で追って

下されば嬉しいです｡ 

 ＜「ロータリー入門書」(前原勝樹著)国際奉仕の項抜粋・

朗読＞ 

 ロータリーの国際奉仕には沢山の分野がありますが､一

般的に有田RCに馴染みのあるのは長期・短期の交換留

学生制度､米山奨学生制度､ロータリー財団奨学生制度

などでしょうか｡これらのうち現在当クラブが正式に継続中

なのは､米山奨学生制度でラオスからのダーラーさんのみ

です｡彼女は1ヶ月に1回当クラブの例会に出席し､そして

また当クラブ主催の行事にも積極的に参加してくれて､ま

た彼女のカウンセラーの橋爪誠治君も親身になって活動

して下さり､国際親善・国際理解にとても貢献していると思

います｡彼女は来年の春に日本での就職も決まり､スポン

サークラブとしては本当に喜ばしい出来事になりました｡彼

女が社会人になってもカウンセラーの橋爪誠治君には彼

女との繋がりを大切にして頂きたいと思います｡ 

  それではこれからこの夏に短期受入れをしたモンゴルか

らの留学生メンドバヤル君のお話をします｡今年の春前に

次年度国際奉仕委員長を拝命することを当時の中元エレ

クトから伝えられ､久しぶりに留学生の受入れをしたいのだ

がと打診を受けました｡地区が全然機能していないので､

自分たちだけで実施するとなると､今まで以上のリスクを伴

いますのでそれなりの覚悟で臨んだつもりです｡早速私の

知り合いからシカゴに住む学生とコンタクトを取ったのです

が､諸事情により破談になりました｡これが5月のＧＷの頃

です｡それで困りましたので中元エレクトに相談しますと､

娘さんの知り合いのモンゴル人の弟さんが日本に来た

がっているということで、その線で行きましょうということにな

りました。しかし、そこからお互いの連絡が上手く取れな

かったりして、最終的にゴーサインが出たのは､7月の新年

度に入ってからだったと思います｡その様なことで色んな

手続きが後手後手に回ってしまい､クラブに多大なご心配

とご迷惑をお掛けしたことと思います｡改めてお詫び申し

上げます｡今回の事業は会長､幹事さんにとりましては初

めての留学生事業への取り組みでした｡できればお互い

ロータリーが絡む交換留学生事業が理想だったのです

が､今回は致し方ないかなと思いますし､とにかく無事に終

えられて良かったと思います｡ 

  今回のホストファミリーは､私嶋田､橋爪正芳さん､橋爪誠

治さん､中元会長､それぞれの家で2～3日ステイさせて頂

きました｡あと昼間､観光に連れって下さったのは､上野山

幹事さん､川村さん､松村さん､脇村さん､井上さんにもお

世話になりました｡ホストファミリーを受けると奥様が大変な

んです｡奥様の協力なくしてはこの事業は成り立ちません｡

まだ､短期の場合はいいんです｡預かるのが2～3日ですか

ら､夕食はすべて外食でも間に合います｡ところが長期は

大変です｡学生を1年間クラブで預かる間､4軒ぐらい会員

宅でステイします｡ですから1軒あたり3ヶ月預かります｡朝

食は主にパン､トースト､ハムエッグぐらいで良いのです｡昼

は学校で食べて来てくれますが､ところが夕食のメニュー

が大変なんです｡短期みたいに毎日外食という訳に行きま

せんから､奥様の手料理に期待が掛かります｡私は長期の

学生を2回預かりましたが､これだけは言えるというのが2つ

あります｡長期の学生を預かれば､夕食の料理がいつもよ

り豪華になります｡おかずがきっと２種類～３種類ぐらい増

えています｡家内も留学生に気を遣っているのでしょうね｡

夫としてはしめしめなんですが｡もう１つは､ロータリアンの

夫婦は結婚してからそれなりに年数を経ている家庭が多

いかと思います｡表現は悪いかもしれませんが､ある意味

マンネリ化している家庭が多いのではないでしょうか？とこ

ろが､特に長期の留学生を預かると､マンネリ化した家庭に

新風が吹くんですね｡つまり新しい家族(留学生制度では

息子､娘として扱う)を迎えて､夫婦でより一層協力しないと

上手く行きません｡だから知らず知らずのうちに会話の量

も増えて家庭が円満になります｡そういうことで､今後夫婦

がマンネリ化している家庭は､できるだけホストファミリーを

積極的に受けて頂ければ有難いと思います｡これが私の

本日の結論です｡有難うございました｡ 

 

３ 

ロータリー財団月間 

閉会・点鐘 （中元会長） 

 卓 話 


